
  

 

学習館では、まちなか環境学習館周辺や銀天街アー

ケード、塩田川、中川等を掃除しています。楽しく

「まち」をきれいにしませんか？おそうじ後はお茶

会でホッとひと息♪ 

宇部市環境学習ポータルサイト 

「うべっくる」 
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地球上では、豊かな個性を持った生物がお互いに関わり合いな

がら生きています。これを生物多様性といいます。普段あまり意識す

ることはないかもしれませんが、呼吸に必要な酸素や食料、燃料の

ほか、森林による防災機能、地域の歴史や文化なども生物多様性の

恵みによるもので、私たちの生活は生物多様性なくして成り立ちませ

ん。生物多様性の恵みを将来にわたり享受していくために、私たち一

人ひとりが生物多様性のことを知り、連携して守っていくことが求め

られています。 

学習館では、宇部市環境学習 

ポータルサイト「うべっくる」のブログ、フェイスブック、 

ツイッターで、イベントのお知らせ、講演会等の報告、まちなかの情

報等、硬軟おりまぜた多様な内容を随時更新して発信しています。 

「ときわミュージアム」「ときわ動物園飼育員ブログ」「アクトビレッ

ジおの」のサイトにもとぶことができます。 

 

生物多様性に触れて、実感し、身近に感じることから始める。それ

が生物多様性を守るための第一歩となります。そのため、宇部市で

は、宇部まつりやまちなかエコ市場などのさまざまなイベントにおける

啓発活動の実施や、６月の環境月間と１２月の地球温暖化防止月間

には図書館で生物多様性の特集コーナーを設置したほか、親と子の 

 
 

参加者には、はつらつポイント、または

エコハ券を進呈します。 

また、宇部市では、自然豊かな小野湖周辺で多様な主体

の連携による保全活動を行っていますが、生物多様性の保

全のためには、一人ひとりが自分事としてとらえ、実際に行

動していくことが必要です。そこで、生物多様性の保全のた

めに私たちが身近にできる５つのアクション「たべよう」「ふ

れよう」「つたえよう」「まもろう」「えらぼう」を宣言し、実践す

る「MY行動宣言」への協力を市民の皆さんに呼びかけてい

ます。「MY 行動宣言」は、誰でも無理なく、楽しく、継続して

保全活動に参加できる取組です。皆さんのご協力をよろしく

お願いします。 

 

特別寄稿 

水辺の教室や小野湖

の外来魚についての

学習会、生物多様性

に関する親子参加型

ワークショップを開催

するなど、一人でも多

くの方が生物多様性

の重要性を理解し、

関心を持っていただく

ための取組を行って

います。 

 
 

『うべっくる』の各項目を 
クリックの上ご覧ください。 

生物多様性の保全に向けて 宇部市の取組 
宇部市 環境政策課 

今後も更に多様な発信をしていきたいと思います。 
ご覧になった感想など、是非お寄せください。 



 

 

出張おそうじ隊の活動について 

 まちなか環境学習館では毎月の最終日曜日に近くのまち

なかを掃除するまちなかおそうじ隊を実施しています。そ

のほか、不定期に、出張おそうじ隊として、モニタリング

を兼ねて小野湖、厚南の中川の河口、床波黒崎海岸のごみ

の回収と分別計量を行っています。この活動には山口県環

境保全事業団等の助成金を活用し、学習室利用者有志や、

宇部高校 SGH(H28)、慶進高校のふるさと役立ち隊（H29,30)、

香川高校の生徒会（H30)などの協力を得て実施しています。 

  今回は、12月に実施した中川河口ごみの分別計数結果を、

参考までに 7月の結果と並べて示しています。 

 その他柔らかいプラやその他固いプラは 7月のグラフに

は表れていません。分類に迷うその他系のごみをなるべく

少なくするのがいいと思いますが、ごみの分別作業はよほ

ど慣れた者にとっても、毎回これでいいのかと迷うほど難

しいものです。また発泡スチロールや一部トレー類の破片

は流れてくる間に細かくなったものがあり、丁寧に拾えば

数が増えます。また、レジ袋にまとめてすてられたものを

中身を出して個数を計数するかによっても、この総個数は

違ってきます。 

しかし、いずれにしても 7月も午前と午後の補足でかな

り丁寧に回収したので、この５ヶ月の間に 3225個のゴミが

散乱したことになります。重さは 63.5kgでした。 
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西京銀行 

うべ環境コミュニティー会員        コラム 

皆さん、子供服・絵本リユースフェアをご存知ですか。２０１２年

（平成２４年）より、宇部市では家庭で不要になった子供服・絵

本を市内１１か所の回収ＢＯＸにて回収し、回収した服や絵本は、

母子保健推進員（ボランティア）など約１２人が３グループに分

かれて、仕分け作業を行っています。仕分け作業の内容としては、

破れや汚れ・臭いはないか名前が書いてないかの確認を行い、

箱詰めを行い、必要とされている市民に無料で提供しています。  

また２０１４年（平２６年）９月からベビーカーやベビーベット・おも 
リユース広場来場組数は９，３６１組となっています。 

 

“捨てるにはもったいない！まだまだ使える、 

誰かに使ってもらいたい。捨てればゴミ、再使用で笑顔！“ 
 

ご家庭で不要になった。子供服・絵本・ゴッズは、回収ＢＯＸへご

協力をお願い致します。詳しいリユースフェア情報は、宇部市ＨＰ

上部のサイト内検索にてご確認ください。 ゴミの減量、子育て支

援活動として、私達は今後も回収仕分け、当日のサポートを継続

させていきたいと思っています。  

宇部志立市民大学環境学部 OB会 松尾 秀則 

量は２７．３トン、リユースフ
ェア利用者数は６，８２４組
でした。 
また、子育てグッズ、学

生服等の実績について
は、回収量が７．８２トン、
回収数が８，５４４個、リ
ユース広場来場組数２，
５１４組、提供数４，７６９
個となっています。リユー
ス事業すべての品目で、
回収重量３５．１８トン、 

 ちゃの子育てグッズ、２０１６年（平成２８

年）から学生服のリユースも新たに開

始されました。子供服・絵本リユースフ

ェアは、２０１２年（平成２４年）９月に開

始以来、毎回入場整理券を求めて、平

均１００～１２０ 組の家族連れが来場さ

れます。 

２０１２年（平成２４年）～２０１８年（平

成３０年９月）の間、子供服・絵本の回収 

7月は午前午後合わせて 3360個、56.4kgでした。 

 重さまできちんと測定している調査は全国的にも比較

的少ないように思いますが、河口部のゴミの場合は大体泥

と水を含んでいるので、洗ったり、乾かしたりしないと正

確な評価ができません。 

全体に見れば 2回の傾向は似ています。目に付く散乱ご

みの大部分はプラスチックです。今やっと世界的にプラス

チックによる海洋汚染対策が真剣に考えられるようにな

ってきましたが、日本ももっと本腰をいれるべきです。 

 大切なことは、人に迷惑をかけないよう、他の生きもの

たちのことも考えられるよう、小さいとき子ども達にしっ

かりと教えることだと思います。  

 
（浮田正夫） 

 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21 号 

交通手段  ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7 分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3 分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX  0836-39-8110  E‐mail ubekuru@gmail.com 

開館時間   9 時～21 時  HPアドレス：http://ubekuru.com/ 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

◇H30.6.1よりメールアドレスが下記の通り変更になりました◇ 


